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	那賀川の奥地で伝承
古代織物の「太布織」
　　高ノ瀬峡

	那賀郡那賀町木頭地区



　徳島県南部を流れる一級河川『那賀川』の源流域の那賀町木頭地区（旧木頭村）は、全国でも有数の林業の盛んな地域であり、林業の最盛期には人口五千人を超えていた。高知県との県境に接する奥地で、県都徳島市から車で二時間半を要すことから、国道一九五号線で県境の四足堂トンネルを潜り、高知県との結びつきも強い。
　こんな僻地ともいえる山奥の木頭地区で、全国唯一、技術を守り次ぎ、織られているのが古代布「太布」である。太布織づくりの歴史は、この地に人が住み始めた一四〇〇年前にさかのぼる。他の地域との交流が少なかったことから、木頭地区では、太布織が昭和初期まで盛んに織られていて、衣服だけでなく袋物や小間物、畳のヘリなどにも使われていたという。
　しかし、林業が盛んになり、現金収入が増えると、手間暇のかかる太布織は急激に廃れていった。唯一の技術継承者の岡田ヲチヨさんの死去で、技術が途絶えようとしたとき、徳島県と地元有志は、最後の経験者の二人に技術を学び、昭和五九年に伝承会を立ち上げた。平成十三年には、木頭文化会館の隣に工房の「太布庵」ができ、そこを本拠にして伝統の継承を図っている。
　太布織の製造過程としては、コウゾ（楫）の栽培に始まり、その樹皮の採取、楫蒸し、叩き、皮剥ぎ、晒し、繊維化と進む。「楫蒸し」は地元では「カジムシ」と呼ばれ、一月中旬に作業が行われ、多くの見物客が集まる。
　太布庵では、毎週火曜日、機織りの実演が行われている。説明を聞くと、さらにその工程の素朴さと手間のかかる奥の深さがわかる。太布庵を訪れる際には、念のため事前の予約がおすすめである。
　七月には、木頭文化会館前の那賀川で「丸太乗り競技会」が開かれる。楽しいイベントなので要チェック。
　太布庵から車で約三十分、県境近くの高の瀬峡は徳島県内屈指の紅葉名所で多く人が詰め掛ける。
　また、北川部落の「未来コンビニ」は日本一美しいコンビニといわれる。ついでに訪れたいスポットである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記・横井知昭
　〈問い合わせ〉
那賀町教育委員会木頭分室☏〇八八四❘六八❘二三一一
生きがい工房「太布庵」　☏〇八八四❘六八❘二三八六

〈例　句〉
　七夕や恋の太布糸機に掛く　　　谷崎　吐光
　　　　　　　　（高ノ瀬峡の平の里に句碑）
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